画像の編集 


データフォルダ内の画像（静止画） 

成などは、編集する画像を表示し （ D ^ P .12-6 操作1〜3 ) 、^ 
(乂ニュ ー) を巧したあとの乂ニュー画面か6操作します。 
♦ファイル形式やデータ内容によっては、操作できなかったリ、表示 
されるメ^ニューブ 


04-07-20-15-17 

圆連続表示設定 
圓画面設定 
圍画像サイブ編集 
圓画像編集 
圓画像合成 
關バーつード 
議ファイル名変更 
圆ファイル名一覧表示 
關乂ール添付 


7写； H い•選択 


乂ニュー画面 


画像を i 広大/縮小する 


善 


画像の拡大/縮小は、画面の中むを基点にして行います。 

I 乂ニュー画面で、「0画像ヴイブ編集」を選び、 ® を巧す。 

2 「 H 拡大縮小」を選び、 ® を巧す。 

ディスプレイ下部左に「移動」が表示されまず。表示されていないときは、毎^ (リ 
サ イブ）を巧します。 

•画像表示中に毎^ (リサ イブ）を巧しても、同様に操作できまず。 

拡大/縮小の中むを変更する 

•度^ (移動）を}甲します。このあと@で、拡大/縮小の中むとなる位置を、画 
面の中央部に移動しまず。 

•ボタンを}甲している間、画像が移動します。ボタンか6手を離すと、止まリま 
ず。（それじ(上移動できない位置まで移動すると、ボタンを}甲し続けていても、 
止まリまず。） 

リヴイブモードに房るとき 

•画像を移動したあと、度^ (リヴ イブ）を}甲しまず。 

夕◎(拡大）まには@ (縮小）で、画像のヴイブを変更 
する。 

ボタンを巧している間、画像が拡大/縮小されまず 。ボタンから 
手を離ずと、止まリまず。（それ iu 上拡大/縮小できないサイズ 
になると、ボタンを巧し続けていても、止まリます。） 

■画像を なめ6かにずる：^ ( Soft ) 

けに大によリ画面か6はみ出した（表示されていない）部 
分は、登時に自動的に消去されます。 

>拡大/縮小後に、毎?"（移動）を}甲し移動モードにした 
ときは、拡大/縮小した結果は破棄され、元の大きさに 
戻リまず。 


詹 



4 ® を巧す。 

サイズ変更した画像が新しい画像として登されまず。 


^ デ—夕管理 
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I 乂ニユー画面（豚 P .12-14) で、 「 H 画像ヴイブ編集」を選び、®を巧す。 

^「0画像ヴイブ修正」を選び、 ® を巧す。 

♦「画像サイブ修正」 が選択できない画像は、利用できまだん。 

3 「□壁紙用」〜「圓アラーム時表示用」のいずれかを選 
び、 ® を巧す。 


選んだ画像とサイズを示す枠が表示されまず。 （ 利用できない画 
像は表示されません。） 


壁紙用 

横 240 X 縦32日ドット 

写乂ール用 

横 120 X 縦160ドット 

パヮ ー ON / OFF 用 

横 120 X 縦130ドット 

着信時表示用 

横 120 X 縦38ドット 

アラーム時表示用 

横 120 X 縦5け'ット 


■画像 サイズ選択のやリ直し：^ (サイブ） 


4 画像の表示難囲を指定ずるとま 

n @ で表示節囲を指定し、务を}甲す。 

•画像サイズによっては、表示範囲を指定できないことがあリます。 

画像を拡大縮小ずるとさ 
n 毎^ (リヴイブ）を巧す。 

ディスプレイ下部左に「移動」が表示されまず。 

曰 ◎ (拡大）まには@ (縮小）でヴイブを変更し、 ® を巧す。 

5 ® を巧す。 

サイズ変更した画像が新しい画像として登されまず。 



画像ヴイブを変更する 


データフォルダに登されている画像を、壁紙用や乂ール添付用などのサイズに変更 
します。 

♦固定のサイズに変更ずるほか、お巧みのサイズに切リ出ずことができまず。 

♦画像サイズを変更ずると、画像のデータサイズも変更されまず。 

♦画像サイズが大きいと、画像を表示できないことがあリます。 


固定サイブに変更する 


デ—夕管理 
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I サイブを自由に変更する 

I 乂ニユー画面 （ o ：^ P .12-14) で、「0画像ヴイブ編集」を選び、 ® を巧す。 
ブ「圆画像ヴイブ修正」を選び、 ® を巧す。 

•「画像サイブ修正」が選択できない画像は、利用できまだん。 

1「圓自由切出」を選び、 ® を巧す。 

画像が表示されまず。（「+」表示） 

4 ©で「+」を切リ出す部分の左上に移動し、度)を巧す。 

^ @で「+」を切り出す部分のち下に移動する。 

■指定の やリ直し：毎^ (房る）♦操作4か6やリ直ず 

^ ^ ( 完了）を巧す。 

— ■画像 サイズ選択のやリ直し：^ (サイブ） 

■ iU 降の操作： o^P.12-15 操作 41U 降 


画像に文字/7—力一を入力する _ 

•マーカースタンプが利用できる画像は、 JPEG 形式と PNG 形式です。 

I 乂ニユー画面 （ o ：^ P .12-14) で、 「 H 画像編集」を選び、 ® を巧す。 

ヴ「圍マーカースタンプ」を選び、 ® を巧す。 

•「マーカースタンプ」が選択できない画像は、利用できまだん。 

■ 文字色の設定：「圓文字色設定」選択♦策♦色選択 ♦(§) 

■文字を 縁取6ない：「圓縁取リ設定」選択今® ♦「 HOFF 」 選択今® 

PNG 形式の画像は、「文字色設定」および「縁取り設定」は利巧できまだん。 
「白文字（黒フチ)」となリまず。 

夕 文ぞぞ乂力するとき 

nrn 文字」を選び、 ® を巧す。 

曰文字を入力し、度)を巧す。 

•最大全角8文字（半角16文字）まで入力できまず。 

•バーコードの読み取リを利用して、文字を入力ずることはできません。 
■文字 入力のやリ直し：毎^ (房る）♦操作 n か6やリ直ず 
■文字 色の変更、縁取リの ON/OFF :煩)〜喔)、嗯)（巧ずたびに切リ誓わリ 
まず。） 

マーカーを 巧けるとき 
n マーカーの種類を選び、度)を巧す。 

■マー カーの変更：毎^ (房る） 

■文字 色の変更、縁取リの ON/OFF :煩)〜(憂)、嗯)（巧ずたびに切リ替わリ 
まず。） 

4 ©で文字やマーカーを巧ける位置を指定し、务を}甲す。 
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5 「 I 1 YES 」 を選び、 ® を巧す。 

■ 文字/マーカーの追加：「圓マーキング」選択 ( 乂ニユ ー） ♦操作3〜 
5をくリ返ず 

■ 画像の確認：「0画像確認」選択今® 

■編集の 取消：「圍編集キトン tz ル」選択♦承^「圓 YES 」 選択今® 

ろ 「 B 編集完了」を選び、度)を巧す。 

J 「 I 1 YES 」 を選び、 ® を巧す。 

編集した画像が新しい画像として登されまず。 


画像を装飾する 


画像の色あいやタッチを変えることができます。 

♦画像装飾に利用できる画像は、 JPEG 形式でず。連写画像も装飾できまず。 

♦装飾可能な画像サイズは、横 52 X 縦52ドッ I -〜横 240 X 縦320ドットでず。これ上の 
サイズの画像は、画像の中むを基準に横 240 X 縦320ドット部分を抜き出し、装飾されま 
す。（画像サイズ电変更されます。） 

I 乂ニユー画面 （ o :^ P .12-14) で、「圍画像編集」を選び、 ® を巧す。 

■ 連写画像の装飾：「圍連写画像装飾」選択♦策■►操作3へ 

2 「圆画像装飾」を選び、 ® を巧す。 

•「画像装飾」が選択できない画像は、利用できまだん。 

嚇 


3装飾の種類を選び、度)を押す。 

•次の装飾が行えます。 


tz ピア 

たピア色で濃淡を表現 

さ6めさ 

光輝部を十字に輝かだる効果を表現 

シたボン玉 

背景にシトボン玉を飛ばずような効果を表現 

万華鏡 

万華鏡のような効果を表現 

浮彫 リタッチ 

乂タル系シルバーで立体感を表現 

線検出 

線で描いた絵のような効果を表現 

アルミち 

アルミ宙の側面に貼リ付けた効果を表現 

円ソフトフレーム 

周リを丸くぼかすフレーム調 

ソフトフレーム 

周リをぼかすフレーム調 

ちぎり フレーム 

周リを手でちぎった感じのフレーム調 


4度)を巧す。 

装飾した画像が新しい画像として登されまず。 

画像を装飾ずると、画像データサイズが大きく変わリまず。装飾された画像が登で 
きないことや、乂ール送信できないことがあリまず。 


連写フォルダ内の連写画像を装飾すると、連写画像内の すべての 画像が装飾さ 
れます。連写画像内の1枚の画像だけを装飾するときは、個別の画像として登 
してか6操作してください。 


の 

^ デ-夕管理 
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顔写真を加工する _ 

画像内の顔を笑い顔や怒った顔、ミ立き顔などに加工し楽しめます。 

(フェイスアレンジ） 

* フェイスアレンジが利用できる画像は、 JPEG 形式です。 

♦フェイスアレンジには、正面を向き顔が大きく中央に写っている画像を使用してくださ 
い。 

•フェイスアレンジは、あ6かじめ設定されている顔パーツ（輪郭、目、 □) の位置や大 
きさを元に加工を施しまず。そのため、画像内の顔の位置や大きさによっては、うまく 
加工できないこともあリます。 

また、次のようなときは、うまく加工できないこともあリまず。 

■ピントが合っていない/首を傾けている/暗い/目が髪で隠れている/画面の中央に写って 
いない/□が開いている/乂ガネをかけている/ヒゲを生やしているなど 
♦画像に応じて、顔パーツの位置や大きさを指定して加工ずることもできます。 

(傾 P .12-19) 

I 乂ニュー画面 （ o ：^ P .12-14) で、「0画像編集」を選び、 ® を巧す。 

ク「圓フェイスアレンジ」を選び、 ® を巧す。 

•「フェイスアレンジ」が選択できない画像は、利用できまだん。 

，アレンジの種類を選び、 ® を巧す。__ 


ち顔合成 

顔のち半好をもとにした左ち対称の顔 

ほつそり 

細くなった顔 

左顔合成 

顔の左半好をもとにした左ち対称の顔 

くしや顔 

上下に圧縮された顔 

微笑む 

目、□が微笑んでいる顔 

色黒 

色黒になった顔 

怒る 

目、□が怒っている顔 

色白 

色白になった顔 

悲しむ 

目、□が悲しんでいる顔 

カチン 

怒リマークを合成 


■ アレンジのやリ直し：軟（房る） 


4 ® を巧す。 

アレンジした画像が新しい画像として登されまず。 

フェイスアレンジを行った画像を□ング乂ールに添付したリ、壁紙などに設定して楽 
しまれるときは、人格権、肖像権を尊重し、他のちの中傷などにご配慮ください。 


^ デ—夕管理 
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顔パーツの位置/大きさを調整する 


あ6かじめ設定されている顔パーツの位置が、加工する画像の顔とずれているとき 
に、位置や大きさを調整します。 

•顔パーツは画像ごとに調整して登しまず。 

• P .12-18 操作2のあと、次の操作を行います。 

I 「©顔抽出確認」を選び、 ® を巧す。 

現在設定されている顔パーツが表示されます。 

ク^ (修正）を巧す。 

顔輪郭の枠の左上に「+」が表示されまず。 


夕顔の輪郭を指定する。 



み 



み 



@で顔の輪郭の左上に 
「+」を移動 


©で顔の輪郭のち下に 
「+」を移動 


顔の輪郭の位置が 

*曰も兀 J 


I 指定のやリ直し：毎^ (房る） 


4ち目^左目^□の順に、それぞれの顔パーツを指定する。 

•画面上部のガイドに従って、操作3と同様に操作します。 


IS じ 


-嘗， 


画面上ちの目輪郭ち下 


m 




ち目の位置を指定 



み 



左目の位置を指定 


□の位置を指定 


K 指定が終われば、^ ( 完了）を巧す。 

指定した顔パーツがすべて表示されまず。 

■顔 パーツの指定のやリ直し：操作2か6やリ直ず 
■ あ6かじめ設定されている顔パーツに戻ず：を^ ( リ tz ット） 

h 度)を巧す。 

J rilYESj を選び、 ® を巧す。 

指定した顔パーツを巧加した画像が、新しい画像として登されます。 

•このあと、新規登した画像を使ってフェイスアレンジの操作を行うと、指定した 
顔パーツで画像を加工ずることができまず。 


の 

^ デ-夕管理 
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JPEG お式の画像に、内蔵の動くフレームを巧け、 
シヨン風に仕上げます。 


了こ木一 


乂ニユー画面で 「H 画像編集」選択「圍ムービングフォトフレーム」 
選択♦フレーム選択 

■ ムービングフォトフレームの確認：フレーム選択♦毎^ (表示） 

■ムービングフォトフレーム選択画面に戻る：上記操作のあと、度?"（房る） 

■ 編集後の画像登：上記操作のあと® 

•作成したアニ乂ーシヨンは、 「 E - アニ乂ータ」 (. nva ) 形式で登されます。 

ムービングフォトフレームのサイズは、横 12 日 X 縦 13 日ドットでず。これじ(上の 
サイズの画像は、画像の中むにムービングフォトフレームが巧きます。うまく 
加工できないときは、フレームの種類に応じて画像のサイズを変更したリ、お 
巧みのサイズに切リ出してご利巧ください。 ( D ^ P .12-15) 


善 


その他の画像編集 


>編集する画像を表示し、乂ニュ ー) を巧したあとの^ニュー画面 （ o ^ P .12-14) で 
操作しまず。 

>を機能が選択できない画像は、画像編集できまだん。 


JPEG 形式の画像にフレームを付けることができまず。 

乂ニュー画面で「圓画像編集」選択「圓フレーム」選択 
「〇固定フレーム」/「圓オリジナル」選択♦黄♦フレーム選択♦黄 

■ フレームの確認：フレーム選択♦毎^ (表示） 

■フレーム選択画面に戻る：上記操作のあと、(房る） 

■ 編集後の画像登：上記操作のあと® 

連写画像の利用 

乂ニュー画面で「圓連写フレーム」選択 「 H 固定フレーム」/ 
「圆オリジナル」選択♦黄♦フレーム選択♦黄 

■ フレームの確認：フレーム選択♦毎^ (表示） 

■フレーム選択画面に戻る：上記操作のあと、(房る） 

■ 編集後の画像登：上記操作のあと® 


善 


連写画像にフレームを付けると、連写画像内のすべての画像にフレームが付き 
ます。連写画像内の1枚の画像だけを装飾するときは、個別の画像として登 
してか6操作してください。 


画像回お 


画像の向きを回転させることができまず。 


乂ニュー画面で「圍画像編集」選択♦咬^「 090 度回転」選択♦务 

•このあと^ (回転）を}甲すたびに、画像が90度ずつ回転しまず。 

■ 編集後の画像登：上記操作のあと® 


^ デ—夕管理 
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保なお式変換 


画像の形式を JPEG 形式 （「 E 」 表示）、 PNG 形式 （ 「13」表示） 
に変更します。 


乂ニュー画面で「保ち形式変換」選択伞®♦保ち形式選択♦务 


•保な形式変換できるのは、 120 x 160 ドット iU 下の画像でず。 
•変換前と同じ保を形式は、選択できまだん。 


保な形式を変更すると、画質が変わることがあリます。 


画像のを巧 

分割画像を作巧する 


最大 4 枚の縮小した画像を 1 枚の画像内に配置し、ちのような分 
割画像を作成します。 

♦分割画像で利用できる画像は、 JPEG 形式でず。連写画像も利用でき 
まず。 

•あ6かじめ、空きモリがあることを確認して、分割画像を作成し 
てください。 


I 乂ニユー画面 （ o ：^ P .12-14) で、「圓画像を巧」を選び、 ® を巧す。 

ク「田4 分割画像作ぶ U ぉ ED 」 まには 「圍4 分割画像作ぶ の」 を選び、 

度)を巧す。 デ 

♦分割画像の左上に配置ずる画像を選んで操作してください。 I 

夕 

3ファイルちを入力し、 ® を巧す。 景 

•全角 16 文字（半角 32 文字） iU 内で、必ず入力してください。 

■ ファイル名の修正：ファイル名選択今® 

4番号を選び、 ® を巧す。 

5画像を選び、度)を押す。 

選んだ画像が表示されまず。（利用できない画像は選択できまだん。） 

■ 画像の変更：^ (変更）♦データフォルグ画面へ 
■ 指定ずる番号か6選び直し：毎^ (戻る） 

■ 連写画像内の1枚の画像の利用：連写画像（「固」表示）選択 ♦(§)♦© で画像選 

択^® 

ろ度)を巧す。 

分割画像用の画像として指定されます。 
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